
 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人さやま保育サポートの会だより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
 みなさま、新年明けましておめでとうございます。COVID-19に振り回され、その生活にも慣れた2021年でしたが、今年はど
のような年になっていくのでしょうか。さやま保育サポートの会も、少しずついろいろな工夫を始めています。昨年11月から新事
務局長が誕生し、この会だよりの編集も委員会形式でおこなうようにいたしました。2月11日に予定している研修会も、スタッフ
が検討を重ね協議して決めました。 
 2022年は、NPO事業のさらなる活性化をめざし、理事会など組織体制も見直しをしてまいります。 
 COVID-19は、まだまだ終息宣言が出せそうにないようです。一昨年来の感染症のパンデミックは、私たちに生活の変化をもたら
しました。その変化は、よりよいものへと発展しているでしょうか？子育て･子育ち支援の新たなニーズは生まれて、隠れていない
のでしょうか？さやま保育サポートの会が取り組んできたアウトリーチ型の子育て支援、ホームスタートも全国的に必要とされる
あたりまえの支援となりつつあります。今後も子育て･子育ち支援施策のスキマにこぼれ落ちるニーズを見落とさないように、さや
ま保育サポートの会のあり方を忘れず、スタッフ総力で取り組んでまいりたいと思います。 
 2022年はニャーオニャーニャーの年、猫の子育てにも学びます(でも寅年)    代表理事 大賀明子 
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事務局長交代のご挨拶
  

 

2022年 明けましておめでとうございます 

 あけましておめでとうございます。 

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

昨年 11 月よりさやま保育サポートの会事務局長に就

任することと相成りました。以前は介護福祉士として特

別養護老人ホームにて 6 年間、その後、福祉サービスの

株式会社にて就労移行支援事業所、放課後等デイサービ

ス事業所の立ち上げ、運営を任されておりました。 

4 月よりさやま保育サポートの会にお世話になる中

で、春にはまだドアノブに手が届かず「開けてー開けて

ー」と言っていた 2 歳児が冬になる頃には自分でドアノ

ブを回し「何やってるの～?」「お仕事してる～?」と声を

かけてくれる姿に子どもたちの成長の速さを感じると

同時に、まだ私たち家族の住居をよつばのおうちと共に

していた頃からの変わらぬ光景を再び見ることが出来

て懐かしくもあります。 

至らない点も多々あるかと存じますが、

前任者同様お引き立て賜りますよう、ご指

導・ご鞭撻のほど何卒よろしくお願いいた

します。          佐藤 茂 

さやま保育サポートの会では、これまでの執行体制の変更に併せて、今後、法人の組織体制の見直しについて検討、

協議を進めていくことを予定しています。内容についてはこれからですが、①公正で透明性のある経営体制の確保、 

②効率的で円滑な執行体制の確保、③法人運営にかかる新しい人材育成等の視点を踏まえ、見直しを 

検討していきたいと考えています。 

早々に、内部に検討チームを立ち上げ、他のＮＰＯ法人の取り組みや社会福祉法人などの組織 

・運営体制も参考に、検討を始めてまいります。職員や理事はもとより、会員の皆様に 

もご協力をいただくとともに、ご意見やご提言をお寄せいただければと思います。副代表理事 宮本雄司 

明けましておめでとうございます。 

さやま保育サポートの会にお世話に 

なり、早いもので８度目の新年を迎えました。前職を

定年退職して半年経過した頃から、週１日程の頻度で事

務所に通い始めましたが、丁度、会が奥富と柏原の学童

保育室の指定管理者として内定した時で、会の事業の拡

大期でした。 

翌年度から何もわからない中で事務局長を拝命し、諸

先輩方に助けていただきながら、人材確保や労働環境の

整備、そして予算配分を主眼においてやってきました。  

幸い、会の活動の方向性が明確で初期体制も整う恵ま

れた条件の下、皆様のお陰により戦略的な思考の乏しい

者でも何とか務められたものと感謝しております。 

この間、前職の在職時と異なる多くのご縁をいただ

き、予期せぬ幸せな歳月を過ごさせていただきました。 

昨年来のコロナ禍で、生活や仕事の仕方も大きく変わ

ってきました。昨年 11 月から事務局が佐藤事務局長体

制になったことにより、環境の変化に対応した淀みない

運営ができるものと喜んでおります。佐藤さんよろしく

お願いします。皆様、有難うございました。 粕谷文勝 理事会運営の見直し 
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令和 3年 11月 1９日、諏訪前代表と各学童保育室長の 5 名で葛飾区の『社会福祉法人厚生福祉会』が運営する 

4 つの学童保育クラブの見学に出向きました。見学の目的は 2 つ。その１は職員の採用・処遇条件など厚生福祉会の学 

童保育運営システムを学ぶこと、その２はわがNPOと同じ「子ども達が主役」子どもの自主性・主体性を大切にする 

保育の実際（学童の環境・活動形態や方法）を学ぶことです。 

 厚生福祉会では、正規の学童指導員の採用と処遇を保育園の保育士と同一 

（初任給約２１万＋賞与 4.4 か月）にしています。そのために実施している 

のが年間の総労働時間制です。どのクラブにも「保育士資格をもっているけ 

ど学童の方が向くと思って・・・」という 20代・30 代のはつらつとした男女の職員が働いていました。学童に来た 

子ども達が若いスタッフに甘えたり、飛びついたりする姿を目の当たりにすると、こうしたフレッシュな力が欲しいと 

痛切に思いました。「若いプロ意識をもった学童指導員を！」狭山の学童にどうすれば実現できるか？は、今のところ 

解決の目処も立たないけれど、学童保育の質にかかわる重要な課題です。スタッフの平均年齢は高 

く、身分保障も不十分なわがNPO の学童保育ですが、実際の保育運営のあり方では、厚生福祉会 

の学童保育と比較して遜色無いところも多々あることに気づかされました。それらはスタッフの結 

束と努力に負うものといえるでしょう。ここでは厚生福祉会の 4つの学童から学んだ「子どもの自 

主性・主体性を大切にする工夫のあれこれ」を紹介しておくことにしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風の子学童 

中
青
戸
学
童 

梅田小学童 

青
戸
小
学
童 

青砥駅 

『子どもの企画案』として子ども達自らが 

行事や催し物を考え、実行します。子

ども達自身が、楽しいことをするため

にルールを決めて実行する、大人は極

力手を出さずに、安全性を考慮しなが

ら見守る姿勢を貫きます。自分達の企

画実施の行事で味わう達成感は、大き

な成長をもたらします。 「かるた大会」 

の企画書 

NPO 法人さやま保育サポートの会 

学童保育室 基本理念 

１ 子どもたちにとって「もう一つのお家」となるよう、健康・安全

に配慮しながら、ほっとできる居場所を提供します。 

２ 年齢の違う子どもたちが、日々の遊びや学習・生活を通して体験

する人間関係の中で、お互いを思い合い共同しようとする気持ち

が育つよう見守り関わっていきます。 

３ 伝統文化としての季節の行事を体験することで、謂れや習わしを

知り関心を持って楽しめるようにしていきます。 

４ おやつや昼食を作ることで、食べることを大事に思える子どもを

育てると共に生活技能の向上を目指し、退室後の家庭での生活に

結びつくように関わります。 

５ 地域の友だちと交流することで、仲間関係が豊かになるように援

助します。 

６ 地域との連携に努め、地域の子どもたちの健全育成に協力します 

 

 

子どもは学校という集団 

で評価を受けながら、緊 

張した生活を送っていま

す。学童はその緊張から

解放し、「家庭」に代わる

〝ほっとできる居場所〟

でありたいと思います。 

 

 

七夕・クリスマス・お正

月・節分・ひな祭りなどの

季節の行事を通して、日本

の豊かな四季を体感させた

いと思っています。学童内

の壁面も季節ごとに工夫し

ています。 

 

放課後、校庭に遊びにき

た子どもたちや「放課後

子ども教室」の子どもた

ちとも一緒に遊びます。

学童を退室しても地域の

仲間がいれば安心です。 

 

 

学校は同年齢集団ですが、

学童は異年齢集団です。兄

弟姉妹のように年長者は年

少者をかわいがり、年少者

は年長者を見て学びます。

お互いを尊重し思いやる心

を育てます。 

 

 

手作りおやつを週１～２回

職員が作り、長期休みの前

後には手作り昼食を提供し

ます。また、夏休みには子

どもたちの手で昼食作りを

体験します。コロナ禍で中

止していた手作りですが、

少しずつ復活しています！ 

 
地域の公民館の行事(映画

会やお話会など)には積極

的に参加します。校庭に遊

びに来た児童にはトイレを

提供し小さなけがは処置し

ます。 

 基本理念を念頭に置き、 

保育の質の向上のために各学童が奮闘しています 

 

子ども同士のトラブルは 

『自分達で解決する』。 

子ども達は毎日些細なことでよくトラブルを起こ

します。その都度、間に入って仲裁するのではなく、

解決を当事者に任せて大人は少し離れて成り行き

を見守ります。下級生は、上級生が自分達で解決す

る姿を見て学び、学年が上がると 

自主的に行動できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

元気よく登室したら、さあ、今日は何から始めようか。「お腹すいた～。おやつください！」「宿題がたく

さんあるから先に学習しよう。」「一緒に折り紙しようよ♪」奥富学童では、毎日子ども達が自ら自分のやる

ことを決め実行しています。成長して学童を退室後も、時間の有効な使い方を自分で考えられる子に育って

ほしい。そんな願いを込めながら、職員は子ども達の考えを尊重した関わりをしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍で、遊びにも制限がかかる日々が続いていますが 

子ども達の創造力や溢れ出るアイディアは底なしです！職員は 

製作に必要な様々な材料を調達し、ある日突然湧き上がる子ど 

も達の創作意欲に備えます。場所や道具を提供したらあとは芸 

術家達にお任せ。独創性溢れる作品たちに、大人は舌を巻くばかりです。 

【柏原小第一学童～みんなの作品展開催～】 

「
あ
お
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
っ
て
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か
し
ら
？
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も
使
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自主性・主体性を育てる学童保育 

 

そ
の
日
の
予
定
を 

視
覚
的
に 

分
か
り
や
す
く
提
示 

「子どもの企画案」

の説明に、身を乗り

出す中村柏原室長 

【奥富学童～自分で考えて行動しよう～】 

ただいま～  

or or 

どの学童も、与えられた環境や資源を有効に使って、職員は知恵を絞り、情熱をもって保育に 

あたっています。これからも、子ども達に寄り添い一緒に楽しみながら、日々の成長を見守って 

いきます。 

 
事例紹介 

（紙面の都合上、2 学童のみ 

紹介しました） 



２月～５月の活動予定 

（新型コロナ感染拡大状況により変わります） 

２月の動き 

 ３：HS さ調整員会議９:30～） 

 ５：事務局会議（9:00～） 

   運営委員会（10:45～） 

 7：子育てプレイス奥富打合せ（16:30～） 

10：学童保育室長会議（9:00～奥富学童保育室） 

11：みんなの学習会（9:40～市民会館小ホール） 

22：よつばのおうち保育会議（13:00～） 

 

3月の動き 

 3：HS さ調整員会議（9:30～元気プラザ） 

 5：事務局会議（9:30～新狭山公民館） 

    運営委員会（10:45～新狭山公民館） 

 7：子育てプレイス奥富打合せ（16:30～） 

10：学童保育室長会議（9:00～奥富学童保育室） 

12：第 3 回理事会（14:00～よつばのおうち） 

２5：よつばのおうち保育会議（13:00～） 

 

４月の動き 

 ２：事務局会議（9:30～新狭山公民館） 

   運営委員会（10:45～新狭山公民館）  

 4：子育てプレイス奥富打合せ（16:30～） 

 7：HS さ調整員会議（13:30～元気プラザ） 

14：学童保育室長会議（9:00～奥富学童保育室） 

25：よつばのおうち保育会議（13:00～） 

 

５月の動き 

 ６： HS さ調整員会議（13:30～元気プラザ） 

 ７：事務局会議（9:30～新狭山公民館）     

     運営委員会（10:45～新狭山公民館） 

 ９：子育てプレイス奥富打合せ（16:30～） 

12：学童育室長会議（9:00～奥富学童保育室） 

25：よつばのおうち保育会議（13:00～） 

 

 

 

 

事務局だより コロナ第５波が思わず低迷して（？）気持ちが少し
楽になり子どもたちの遊ぶ声が明るく感じられます。
しかし、変化を重ねた末にまた得体の知れない変化株
のニュースです。油断せずにコロナ対策の生活習慣を
続け、暮らしましょう。 

 
NPO 法人会員の状況： 
正会員２5 名、準会員２０名、賛助会員２３名。 

会員の方々の支援が会の基盤です。新しい会員さんを募集

しています！また、会費の納入は済ませましたか。よろしく

お願いいたします。 

 法人各部署のスタッフ 
＊事務局会議・運営委員会を第１土曜日に行い、それを受け

て各事業所が会議を開き、運営がスムーズに行くよう努力し

ています。リモート開催の時もあります。 

＊当会は小さな子どもから学童期の子どもまでを対象にし

ています。スタッフのコロナ禍での心身の負担は予想以上で

すが、大変な労力を費やして毎日安全に過ごせるよう工夫を

凝らし、心くばりをしています。 

 
事務局： ７名  粕谷文勝・佐藤茂・諸澤冨久枝・ 

佐藤洋子・宮本雄司・大賀明子・諏訪きぬ    

運営委員会：11名 宮﨑雅代(よつばのおうち)・斎藤裕
美（学童保育）・石居福子（学童保育）西本桜子（プレイス）・
山根靜子（HSさやま）事務局（6 名） 

 
学童保育室長会：４名 柴田浩代（奥富）・中村博治（柏

原）斎藤裕美（新狭山）・石居福子（御狩場） 

 
HSさやま調整員会：５名 諏訪きぬ・山根静子 

藤原順子・北見佳子・佐藤洋子 

研究所スタッフ紹介：10名 

山本由樹（よつばのおうち）・吉田久美子（プレイス奥富） 

北見佳子（ホームスタートさやま）・斎藤裕美 石居福子（学

童保育室）・大賀明子（代表）諏訪きぬ（相談役）・ 
粕谷文勝 佐藤洋子 宮本雄司（事務局） 

 

法人たより編集スタッフ紹介：８名 

生田美穂（よつばのおうち）・木地綾子５月号・亀倉緑 10 月

号・秋山晴美 2 月号（プレイス奥富）・藤原順子（ホームスター

トさやま）・小町直子（学童保育室）大賀明子（代表）・諏訪き
ぬ（相談役）・佐藤茂・佐藤洋子（事務局） 

 

みんなの学習会   

 ２月 11日（祝）9：40～11：30 狭山市民会館小ホール  

  


